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一

　

上
海
の
張
洹
氏
は
、
二
点
の
北
魏
石
床
を
所
蔵
さ
れ
る
が
、
一
点
目
の
北
魏
孝

昌
三
年
田
阿
赦
石
床
（
本
誌
別
稿
参
照
）
に
引
き
続
い
て
、
小
稿
で
は
、
二
点
目

の
そ
れ
を
紹
介
し
た
く
思
う
。
本
遺
品
は
、
囲
屛
四
枚
に
石
闕
二
、
床
板
三
と
脚

部
を
伴
う
、
完
全
な
も
の
で
あ
る）（
（

（
図
一
。
高
九
七
・
〇
糎
、
幅
二
一
二
・
〇
糎
、

奥
行
約
一
・
〇
米
）。
巻
頭
に
掲
げ
た
の
は
、
本
石
床
の
囲
屛
四
枚
の
拓
本
で
あ

る
）
（
（

。
ま
ず
そ
の
囲
屛
の
法
量
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

右
側
板
─
─
縦
四
八
・
八
糎
、
横
九
四
・
〇
糎
、
厚
六
・
〇
糎

　
　

正
面
右
板
─
縦
五
〇
・
〇
、
横
一
〇
六
・
〇
、
厚
六
・
五

　
　

正
面
左
板
─
縦
五
〇
・
〇
、
横
一
〇
五
・
八
、
厚
六
・
三

　
　

左
側
板
─
─
縦
四
八
・
七
、
横
九
三
・
四
、
厚
六
・
五

　

本
石
床
は
、
両
側
板
を
各
二
面
に
画
し
、
正
面
両
板
を
各
三
面
に
画
し
て
い
る

の
で
、
囲
屛
四
枚
は
、
計
十
面
の
線
刻
、
ご
く
浅
い
レ
リ
ー
フ
に
よ
る
図
像
で
飾

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
両
側
板
の
奥
側
に
馬
（
右
）
と
牛
（
左
）、
正

面
板
の
中
央
に
、
男
性
墓
主
（
右
）
と
女
性
墓
主
（
左
）
と
が
位
置
し
て
い
る
が
、

向
か
っ
て
右
側
に
は
二
つ
の
孝
子
伝
図
（
37
董
黯
〈
右
側
板
右
〉、
5
郭
巨
〈
正

面
右
板
右
〉）
が
描
か
れ
る
の
対
し
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
、
通
常
の
孝
子
伝
図

で
は
な
く
、
二
つ
の
竹
林
七
賢
図
（
向
秀
〈
左
側
板
左
〉、
奚（
嵆
）

康
〈
正
面
左
板

左
〉）
の
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
本
石
床
を
際
立
っ
て
特
徴
的
な
も
の
と
し
て

い
る
（
後
掲
図
二
参
照
）。
こ
の
こ
と
は
、
本
石
床
が
最
近
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
、

呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ
（
37
董
黯
図
に
加
え
、
王
子
喬
図
や
阮
籍
図
〈
後
述
〉
が
描

か
れ
る
）
や）3
（

、
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床）（
（

（
王
子
喬
図
に
加
え
、
竹
林
七
賢
図
〈
山
濤
、

阮
籍
〉
が
描
か
れ
る
）、
さ
ら
に
は
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
（
墓
主

の
翟
門
生
は
ソ
グ
ド
人
で
あ
る）5
（

。
表
て
の
面
に
孝
子
伝
図
〈
37
董
黯
、
5
郭
巨
Ａ

Ｂ
、
（
董
永
〉
が
備
わ
る
こ
と
に
加
え
、
裏
面
に
栄
啓
期
と
竹
林
七
賢
図
を
完
備

す
る
）
な
ど
と
の
深
い
関
連
を
示
唆
し
て
お
り）（
（

、
本
石
床
が
近
時
の
北
魏
石
床
研

究
に
お
け
る
、
一
級
資
料
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、

始
め
に
本
石
床
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
二
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の

張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て

─
孝
子
伝
図
と
竹
林
七
賢
図

─

黒

田
　

彰

資
料
紹
介



張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

七
〇

孝
子
伝
図
の
配
置
を
見
る
と
、
向
か
っ
て
右
側
即
ち
、
男
性
墓
主
だ
け
に
（
左
側

は
、
竹
林
七
賢
図
）、

　
　

37
董
黯
（
王
奇
）
→
5
郭
巨

の
二
孝
子
図
が
配
さ
れ
て
い
る
が
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
目
録

番
号
）、
こ
の
進
み
方
は
、
通
常
の
北
魏
石
床
に
お
け
る
配
置
順
（
5
→
37
）
か

ら
外
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る）7
（

。
敢
え
て
憶
測
を
巡
ら
せ
る
な
ら
元
、
向
か
っ
て

左
側
（
女
性
墓
主
側
）
に
、
5
→
37
と
予
定
さ
れ
た
二
図
が
、
そ
こ
に
竹
林
七
賢

図
（
向
秀
、
奚（
嵆
）康

）
を
入
れ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
右
側
へ
移
さ
れ
た
も
の
か
。
と

言
う
の
も
、
37
董
黯
（
王
奇
）、
5
郭
巨
の
話
は
、
母
親
に
対
す

る
孝
行
譚
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
女
性
墓
主
側
（
左
側
）
に
あ
る
方

が
よ
り
相
応
し
く
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
以
下
、

図
二
に
従
っ
て
、
本
石
床
各
図
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

図
三
に
掲
げ
る
の
は
、
本
石
床
の
右
側
板
右
に
描
か
れ
た
董
黯

（
王
奇
）
図
で
あ
る
（
題
記
「
王
寄（
奇
）日
用
三
生（
牲
）」）。
本
図
は
、
陽

明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る）（
（

（
船
橋
本
孝
子
伝
の
同
条
に
は
錯
簡
な
ど
が
あ

り
、
図
像
の
考
証
に
は
適
さ
な
い
）。

董
黯
家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見
。
忽
会

籬
辺
。
因
語
曰
黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得

怡
悦
如
此
何
。
答
曰
、
我
雖
貧
食
完
麁（
鹿
）衣

薄
、
而
我
子
与
人

无
悪
。
不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖
富
食
魚
又
嗜

饌
、
吾
子
不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。

於
是
各
還
。
奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問

見
董
黯
母
、
年
過
七
十
、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与
人
无
悪
故

耳
。
奇
大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。

又
以
脚
蹴
之
。
帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其
云
、
日
々
食

三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝
。
黯
在
田
中
、
忽
然
心

図一　張洹氏蔵北魏石床

図二　張洹氏蔵北魏石床の内容
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七
一

痛
、
馳
奔
而
還
。
又
見
母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母
曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、

老
人
言
多
過
矣
。
黯
已
知
之
。
於
是
王
奇
日
殺
三
牲
、
旦
起
取
肥
牛
一
頭
殺

之
、
取
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
日
中
又
殺
肥
羊
一
頭
。
佳
完
十

斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
夕
又
殺
肥
猪
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟

而
薦
之
。
便
語
母
曰
、
食
此
令
尽
。
若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用（
曲
）戟

鉤
母
頭
。
得
此
言
終
不
能
食
、
推
盤
擲
地
。
故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、

猶
為
不
孝
也
。
黯
母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、
乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不
共
戴
天
。

便
至
奇
家
斫
奇
頭
、
以
祭
母
墓
。
須
臾
監
司
到
縛
黯
。
々
乃
請
以
向
墓
別
母
。

監
司
許
之
。
至
墓
啓
母
曰
、
王
奇
横
苦
阿
母
。
黯
承
天
士
、
忘
行
己
力
、
既

得
傷
讐
身
。
甘
菹
醢
、
甘
監
司
見
縛
。
応
当
備
死
。
挙
声（
聞
）哭
。
目
中
出
血
。

飛
鳥
翳
日
、
禽
鳥
悲
鳴
。
或
上
黯
臂
、
或
上
頭
辺
。
監
司
具
如
状
奏
王
。
々

聞
之
嘆
曰
、
敬
謝
孝
子
董（
薫
）黯

。
朕
寡
徳
統
荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃
逆
。
又
応

治
剪
、
令
労
孝
子
助
朕
除
患
。
賜
金
百
斤
、
加
其
孝
名
也

董
黯
の
物
語
は
、
中
国
に
お
い
て
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
と
共
に
早
く
滅
び
、
長
ら
く

そ
の
物
語
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
図
像
研
究
を
不
可
能
と
し
て
い
た
。
奇

跡
的
に
日
本
に
の
み
完
本
孝
子
伝
の
現
存
し
得
た
こ
と
は
、
僥
倖
と
し
か
言
い
様

が
な
い
。
そ
の
意
味
で
上
掲
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
そ
の
物
語
の
古
い
姿

の
全
貌
を
今
日
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
物
語
は
、
不
孝
息
子
と
孝
行
息
子
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
話
が
進
ん
で
ゆ
く

と
い
う
、
一
風
変
わ
っ
た
形
態
を
持
ち
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
不
孝
者
の
王
奇

の
方
が
目
立
つ
特
性
を
持
つ
が
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
西
野
貞
治
氏

が
、

此
の
説
話
で
三
牲
を
羅
列
す
る
の
は
、
い
わ
ば
此
の
説
話
は
、
貧
と
富
、
孝

と
不
孝
を
甚
だ
対
照
的
に
用
い
て
い
る
の
で
、
特
に
不
孝
息
子
の
愚
か
さ
を

誇
張
し
た
部
分
と
し
て
挿
入
し
た
も
の
で
、
朝
も
昼
も
、
又
晩
も
と
い
う
御

馳
走
攻
め
の
表
現
か
ら
も
そ
の
目
的
は
こ
の
説
話
の
読
者
に
、
そ
の
息
子
の

あ
ま
り
に
も
愚
か
な
不
道
徳
性
に
あ
き
れ
て
哄
笑
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
も

の
で
あ
つ
た
か
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
説
話
は
後
の
我
国
の
馬
鹿
息
子
話
に

も
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
恐
ら
く
は
民
間
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
か
と

思
わ
れ
る
が
、
あ
る
時
期
に
笑
話
と
し
て
仮
空
に
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

図三　董黯（王奇）図



張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

七
二

こ
と
は
、
広
く
は
伝
わ
ら
な
か
つ
た
事
に
よ
つ
て
想
像
さ
れ
る

と
喝
破
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り）（
（

、
首
肯
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
孝
子
伝
図
と
し
て
の
そ
の
図
像
面
に
目
を
転
じ
る
と
目
下
、
管
見
に

入
っ
た
董
黯
図
と
し
て
は
、
新
出
の
本
石
床
の
そ
れ
を
含
め
、
以
下
の
よ
う
な
十

二
遺
品
が
現
存
す
る
。

⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
右
側
、
下
）

⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
正
面
左
板
）

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左
幫
）

⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
、
左
）

⑸
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
（
五
四
三
）
年
翟
門
生
石
床
（
右
側
板
、
左
）

⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
、
中
央
）

⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）（
右
側
板
）

⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
（
正
面
右
板
、
右
、
中
。
同
左
板
、
中
）

⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｂ
（
左
側
板
）

⑽
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
、
董
黯
。
左
半
）

⑾
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ

⑿
張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
（
右
側
板
、
右
）

と
こ
ろ
で
、
董
黯
図
研
究
と
い
う
も
の
は
、
こ
こ
十
年
間
に
こ
れ
ま
で
類
の
な
い
、

飛
躍
的
な
進
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
昨
年
六
月
に
書
い

た
拙
稿
「
董
黯
贅
語 

続
貂
」（『
日
本
文
学
』
70
・
（
。
後
掲
拙
稿
Ⅺ
）
に
述
べ

た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
本
石
床
の
図
三
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
、

要
点
の
み
を
摘
記
し
よ
う
。
ま
ず
研
究
の
進
展
を
拙
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
示

せ
ば
、
以
下
の
十
一
論
文
と
な
る
。

Ⅰ
「
董
黯
贅
語
─
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
─
」（『
日
本
文
学
』
5（
・
7
））

（1
（

Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
陽
明
本
孝
子
伝
の
引

用
─
」（『
京
都
語
文
』
（（
））

（（
（

Ⅲ
「
董
黯
図
攷
─
呉
氏
蔵
北
魏
石
床（
二
面
）の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
」（『
佛
教

大
学
文
学
部
論
集
』
100
））

（1
（

Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図

─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
））

（1
（

Ⅴ
「
董
黯
図
攷

（二）
─
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』

102
））

（1
（Ⅵ

「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
103
））

（1
（

Ⅶ
「
北
朝
芸
術
博
物
館
の
郭
巨
董
黯
石
脚
─
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
─
」

（『
京
都
語
文
』
（（
））

（1
（

Ⅷ
「
董
黯
覚
書

（上）
─
董
黯
画
巻
の
復
元
─
」（『
女
子
大
国
文
』
164
））

（1
（

Ⅸ
「
董
黯
覚
書

（下）
─
董
黯
画
巻
の
復
元
─
」（『
女
子
大
国
文
』
165
））

（1
（

Ⅹ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て
」（
孫
彬
と
共
著
、『
京
都
語
文
』
（7
））

（1
（

Ⅺ
「
董
黯
贅
語 

続
貂
」（『
日
本
文
学
』
70
・
（
））

11
（

拙
稿
Ⅰ
に
お
い
て
述
べ
た
の
は
、
上
記
⑴
─
⑶
の
在
米
遺
品
の
董
黯
図
を
対
象
と

し
て
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
を
比
較
し
、
特
に
⑴
が
二
場
面
（
後
述
①
②
）、

⑵
が
三
場
面
（
同
①
②
⑰
）
か
ら
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
推
測
で
あ
る
。
そ

の
後
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
深
圳
の
呉
強
華
氏
と
お
会
い
し
、
そ
の
こ
と
を
伝
え

る
と
同
時
に
、
遺
品
⑷
が
始
め
て
、
在
中
国
の
董
黯
図
と
し
て
出
現
し
た
も
の
と
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七
三

な
る
こ
と
を
お
話
し
て
以
来
、
呉
氏
は
、
精
力
的
に
そ
の
蒐
集
に
努
め
ら
れ
、
現

在
⑷
⑸
⑺
⑻
⑼
⑾
の
六
遺
品
を
収
蔵
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
北
魏

時
代
に
お
け
る
董
黯
図
制
作
の
実
態
と
い
う
も
の
が
、
従
来
の
孝
子
伝
図
研
究
史

に
例
を
見
な
い
規
模
と
精
細
さ
を
も
っ
て
、
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

国
家
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
遺
品
蒐
集
の
力
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
個
人
の
コ
レ
ク

タ
ー
の
凄
さ
と
い
う
も
の
を
、
呉
氏
は
私
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な

成
果
の
一
端
は
、
例
え
ば
拙
稿
Ⅰ
の
時
点
で
は
、
後
述
①
②
⑰
三
場
面
に
限
ら
れ

た
想
定
、
し
か
も
た
か
だ
か
推
論
に
過
ぎ
な
か
っ
た
仮
説
が
、
実
証
さ
れ
（
拙
稿

Ⅵ
）、
加
う
る
に
、
目
下
数
え
得
る
場
面
の
数
は
、
か
つ
て
の
三
場
面
か
ら
、
十

七
場
面
の
多
き
に
及
び
、
類
例
と
見
ら
れ
る
各
場
面
が
複
数
の
遺
品
に
確
認
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
董
黯
図
と
い
う
孝
子
個
人
の
段
階
に
お
け
る
、
粉
本
と
し
て
の
董

黯
画
巻
の
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
疑
え
な
く
な
る
事
態
を
迎
え
て

い
る
（
拙
稿
Ⅷ
、
Ⅸ
）。
上
記
⑴
─
⑿
の
遺
品
か
ら
帰
納
さ
れ
る
、
現
段
階
の
董

黯
図
の
各
場
面
を
示
せ
ば
、
次
の
十
七
場
面
で
あ
る
。

①
黯
の
家
（
陽
明
本
孝
子
伝
「
董
黯
家
貧
」）

②
奇
の
家
（
同
右
）

③
黯
母
通
行
（「
忽
会
籬
辺
」）

④
両
母
邂
逅
（
同
右
）

⑤
両
母
対
話
（「
因
語
曰
黯
母
」
以
下
）

⑥
黯
母
帰
る
（「
於
是
各
還
」）

⑦
黯
母
暴
行
（「
奇
大
怒
」
以
下
）

⑧
奇
母
暴
行
（「
帰
謂
母
曰
」
以
下
）

⑨
奇
の
不
孝
（「
導
児
不
孝
」）

⑩
黯
の
遠
行
（「
黯
在
田
中
」）

⑪
田
中
の
黯
（
同
右
）

⑫
心
痛
む
黯
（「
忽
然
心
痛
」）

⑬
思
案
す
る
黯
（
同
右
）

⑭
黯
の
馳
奔
（「
馳
奔
而
還
」）

⑮
黯
の
帰
宅
（「
又
見
母
顔
」
以
下
）

⑯
三
牲
強
要
（「
於
是
王
奇
」
以
下
）

⑰
黯
の
墓
参
（「
黯
母
八
十
」
以
下
）

さ
て
、
①
─
⑰
の
場
面
が
、
上
掲
⑴
─
⑿
の
ど
の
遺
品
に
存
す
る
か
を
、
一
覧
と

し
て
示
し
た
の
が
、
表
一
で
あ
る
（
＊
は
、
三
牲
の
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表

わ
す
。
さ
ら
に
遺
品
毎
の
場
面
一
覧
が
あ
れ
ば
、
な
お
分
か
り
易
い
が
、
省
略
に

表
一　

董
黯
図
場
面
一
覧

①
黯
の
家

⑴
右
、
⑵
左
、（
⑶
）、
⑼
左

②
奇
の
家

⑴
左
、
＊
⑵
中
、
⑼
中
、（
⑾
（
）

③
黯
母
通
行

⑺
右

④
両
母
邂
逅

⑾
（

⑤
両
母
対
話

⑽
Ａ

⑥
黯
母
帰
る

⑺
中

⑦
黯
母
暴
行

⑺
左
、
下
、
⑽
Ｂ

⑧
奇
母
暴
行

⑾
（

⑨
奇
の
不
孝

⑾
3
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⑩
黯
の
遠
行

⑻
（
右

⑪
田
中
の
黯

⑾
（

⑫
心
痛
む
黯

⑺
左
、
上
（
左
）

⑬
思
案
す
る
黯

⑾
5

⑭
黯
の
馳
奔

⑺
左
、
上
（
右
）

⑮
黯
の
帰
宅

⑽
Ｃ

⑯
三
牲
強
要

（
＊
⑵
中
）、
＊
⑷
、
＊
⑸
、
＊
⑹
、
＊
⑻
（
中
、
＊
⑾
（
、
⑿

⑰
黯
の
墓
参

⑵
右
、
⑻
（
中
、
＊
⑼
右
、
⑽
Ｄ

従
う
）。

　

図
三
に
掲
げ
た
、
本
石
床
の
董
黯
（
王
奇
）
図
は
、
聊
か
分
か
り
に
く
い
が
、

表
一
に
お
け
る
、
⑯
三
牲
強
要
の
場
面
を
描
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
⑯
に
は

普
通
、
王
奇
（
帯
剣
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
と
奇
母
、
さ
ら
に
三
牲
（
牛
、
羊
、

豕
。
牛
は
鶏
に
代
わ
る
こ
と
も
あ
る
）、
奇
の
家
な
ど
が
描
か
れ
る
が
、
図
三
は
、

坐
形
の
王
奇
一
人
を
残
し
（
左
向
き
）、
右
手
に
食
器
を
捧
げ
、
左
手
で
そ
れ
を

母
に
勧
め
る
、
そ
の
王
奇
以
外
の
全
て
を
省
い
た
体
の
、
董
黯
（
王
奇
）
図
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

二

　

図
三
の
解
釈
に
と
っ
て
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、
画
面
に
左
上
に
刻
さ
れ
た
題

記

　
　

王
寄（
奇
）日
用
三
生（
牲
）

に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
題
記
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
、
中
国
及
び
、
米
国
に

現
存
す
る
董
黯
図
が
、
実
は
陽
明
本
孝
子
伝
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
を
示
す
、

証
拠
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
が
こ
の
こ
と
に
気
付
い
た
の
は
、
二
〇
一

二
年
に
始
め
て
呉
氏
蔵
品
⑷
を
見
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
図
四
は
、
⑷
呉
氏
蔵
北

魏
石
床
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）1（
（

。
図
四
の
上
部
に
は

　
　

王
寄（
奇
）日

殺
三
生（
牲
）、

猶
為
不
孝

と
い
う
題
記
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の

─
線
部
、

　
　

於
是
王
奇
日
殺
三
牲
…
…
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為
不
孝
也

を
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
陽
明
本
孝
子
伝
は
、

　
　

故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為
不
孝
也

と
後
に
明
記
し
て
い
る
如
く
、

─
線
部
は
、
正
し
く
孝
経
紀
行
章
の

　
　

雖
日
用
三
牲
之
養
、
猶
為
不
孝
也

を
淵
源
と
す
る
も
の
で
、

─
線
部
の
よ
う
な
表
現
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
は
唯
一
、

陽
明
本
孝
子
伝
だ
け
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の

─
線
部
は
、
諸
図
像
の

粉
本
と
な
っ
た
董
黯
画
巻
に
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
⑷
の
み
な
ら
ず
、
表
一

の
⒃
三
牲
強
要
に
上
げ
た
七
遺
品
中
の
、
⑸
、
⑹
、
⑿
（
本
石
床
）
な
ど
に
も
、

類
似
し
た
題
記
の
刻
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
図
五
は
、
⑸
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟

門
生
石
床
の
董
黯
図）11
（

（
題
記
「
王
寄（
奇
）
日
用
三
生（
牲
　
猶
）由
為
不
孝
」）、
図
六
は
、
⑹

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
董
黯
図）11
（

（
題
記
「
此
是
王
寄（
奇
）日

用
三
生（
牲
）母

食
時
」）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
⑷
、
⑸
、
⑹
、
⑿
（
本
石
床
）
の
題

記
を
通
覧
す
る
と

⑷
王
寄（
奇
）日
殺
三
生（
牲
）猶
為
不
孝
（
図
四
）
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七
五

⑸
王
寄（
奇
）日

殺
三
生（
牲
　
猶
）由為

不
孝
（
図
五
）

⑹
此
是
王
寄（
奇
）日

用
三
生（
牲
）母

食
時
（
図
六
）

⑿
王
寄（
奇
）日

用
三
生（
牲
）（

図
三
）

と
い
う
風
に
、
猶
が
同
音
の
由
に
改
め
ら
れ
た
り
（
⑷
）、
猶
（
由
）
為
不
孝
が

省
略
さ
れ
た
り
（
⑹
、
⑿
）、「
此
是
」「
母
食
時
」
が
増
補
さ
れ
た
り
（
⑹
）
と
、

次
第
に
形
が
崩
れ
て
行
く
所
が
注
目
さ
れ
よ
う
（
殺
が
用
に
代
わ
る
の
は
、
陽
明

本
独
自
の
「
殺
」
が
孝
経
原
文
の
「
用
」
に
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
も
⑸
⑹
⑿
な
ど
が
、
孝
経
原
文
も
引
く
、
陽
明
本
を
見
た
一
証
と
言
え
る
）。

さ
て
、
図
三
─
図
六
の
王
奇
に
着
目
す
る
と
、
⑷
の
王
奇
は
、
立
っ
て
剣
に
右
手

を
掛
け
る
が
、
⑹
の
王
奇
は
、
侍
者
に
そ
の
剣
を
捧
げ
さ
せ
て
、
自
ら
は
左
手
に

食
器
を
捧
げ
、
右
手
を
差
し
出
し
て
、
そ
れ
を
無
理
矢
理
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

王
奇
の
形
が
一
歩
、
本
石
床
の
そ
れ
に
近
付
い
た
体
で
あ
る
。
⑸
の
王
奇
も
同
じ

で
、
剣
の
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
向
き
や

図四　⑷の董黯図

図六　⑹の董黯図

図五　⑸の董黯図
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七
六

仕
草
の
、
本
石
床
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
⑷
⑸
⑹
に
は
三
牲
が
見
え

る
か
ら
、
食
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
牲
に
違
い
な
い
。
表
一
の
⑯
三
牲
強

要
に
上
げ
た
、
題
記
の
な
い
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
、
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
同
場

面
に
も
、
面
白
い
王
奇
の
図
が
見
え
て
い
る
。
図
七
に
、
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の

董
黯
図
に
描
か
れ
る
王
奇
（
正
面
左
板
の
左
下
）、
図
八
に
、
⑼
同
董
黯
石
床
Ｂ

の
董
黯
図
に
描
か
れ
る
王
奇
（
左
側
板
中
）
を
示
そ
う）11
（

。
図
七
は
、
画
面
左
が
破

断
し
、
母
や
館
、
三
牲
な
ど
は
、
部
分
的
に
し
か
残
ら
な
い
が
、
や
は
り
同
じ
図

柄
の
王
奇
が
見
え
（
画
面
右
は
侍
者
）、
図
八
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
図
八
の
王

奇
は
、
侍
者
も
伴
わ
ず
（
三
牲
は
、
右
の
場
面
〈
左
側
板
右
〉
に
移
さ
れ
る
）、

図八　⑼の董黯図

図七　⑻の董黯図
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館
と
母
を
除
く
と
、
本
石
床
と
瓜
二
つ
の
王
奇
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
驚

か
さ
れ
る
。
一
見
、
題
記
を
除
け
ば
、
董
黯
図
に
お
け
る
、
場
面
認
定
の
手
掛
か

り
と
い
う
も
の
の
、
皆
無
と
も
思
え
る
図
三
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
現
存
諸
図
と
の

比
較
対
照
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
⑯
三
牲
強
要
の
場
面
と
判
定
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
本
石
床
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
孝
子
伝
図
、
郭
巨
図
を
見
て
み
よ
う
。

図
九
は
、
本
石
床
正
面
右
板
右
に
描
か
れ
た
郭
巨
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
題

記
「
郭
巨
与
母
食
」）。
郭
巨
図
に
つ
い
て
は
、
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦

石
床
を
め
ぐ
る
、
本
誌
別
稿
中
に
述
べ
た
の
で
、
そ
の
孝
子
伝
本
文
や
図
像
概
説

な
ど
は
、
そ
ち
ら
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
図
九
の
図
像
に
絞
り
、
そ
の
特
徴
に

触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
本
石
床
の
そ
れ
は
、
郭
巨
図
の
現
存
遺
品
と
し
て

二
十
二
例
目
の
図
像
に
当
た
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
図
像
の
場
面
は
、
②
供
養

（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
と
判
断
さ
れ
よ
う
こ
と
、
別
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
②

の
場
面
を
持
つ
遺
品
と
し
て
は
目
下
、
三
（
四
）
例
が
確
認
さ
れ
る
内
、
董
黯
図

の
ケ
ー
ス
に
倣
っ
て
、
そ
の
題
記
、

　
　

郭
巨
与
母
食

に
着
目
す
る
と
、
や
は
り
⒁
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
の
そ
れ
と
の
類

似
に
気
付
か
さ
れ
る
。
図
十
は
、
そ
の
郭
巨
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
⒁
は
、

⑴
、
⑵
の
二
場
面
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
⑴
の

方
で
あ
る
（
⑵
は
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
。
題
記
「
郭
巨
生
豬
児
天
賜
金
一

釜
」）。
ま
ず
そ
の
⑴
の
題
記
、

　
　

孝
子
郭
巨
与
母
食

は
、「
孝
子
」
二
字
を
除
く
と
、
本
石
床
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
と
な

る
。
そ
の
「
与
母
食
」
の
よ
う
な
表
記
を
持
つ
郭
巨
図
は
、
現
存
遺
品
中
で
本
石

床
と
⒁
だ
け
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
⒁
か
ら
画
面
右
端
の
郭
巨
の
妻
を
省
け
ば
、

画
面
右
に
、
跪
い
て
食
器
を
捧
げ
、
食
事
を
勧
め
よ
う
と
す
る
郭
巨
（
左
向
き
）、

屋
内
に
坐
す
母
（
左
向
き
）
を
描
く
横
図
は
、
本
図
と
酷
似
し
た
も
の
と
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
軒
下
の
壁
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
全
く
同
じ
で
あ

る
。
董
黯
図
に
加
え
、
本
図
に
も
看
取
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
或
い
は
、

本
石
床
の
制
作
年
代
が
⒁
の
武
定
元
（
五
四
三
）
年
近
く
、
北
魏
の
最
末
期
、
東

魏
北
斉
間
（
五
三
四
─
五
七
七
）
の
辺
り
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（

）

図九　郭巨図
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七
八

三

　

本
石
床
の
向
か
っ
て
左
側
（
即
ち
、
女
性
墓
主
側
）
に
は
、
竹
林
七
賢
の
二
人
、

奚（
嵆
）

康
（
正
面
左
板
左
）
と
向
秀
（
左
側
板
左
）
の
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

二
）。
そ
の
二
人
の
位
置
は
丁
度
、
右
側
（
男
性
墓
主
側
）
の
孝
子
二
人
（
郭
巨
、

董
黯
〈
王
奇
〉）
と
対
称
と
な
る
位
置
に
当
た
り
、
通
常
な
ら
右
側
と
同
じ
く
孝

子
伝
図
が
置
か
れ
る
筈
の
、
し
か
も
女
性
墓
主
側
の
位
置
に
何
故
、
竹
林
七
賢
図

が
配
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
も

そ
も
本
石
床
の
如
く
、
孝
子
伝
図
と
竹
林
七
賢
図
を
混
在
さ
せ
る
遺
品
の
例
は
、

本
石
床
を
嚆
矢
と
し
、
そ
の
意
味
で
、
本
石
床
出
現
の
学
術
的
意
義
は
、
量
り
知

れ
ず
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
南
朝
の
竹
林
七
賢
図
を
め
ぐ
っ
て
は
、
早
く
か
ら
南

京
西
善
橋
出
土
の
そ
れ
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
方
の
北
朝
に
お
け
る

そ
れ
も
あ
っ
た
筈
だ
と
い
う
指
摘
は
、
か
ね
て
か
ら
重
ね
ら
れ
て
来
た
も
の
の
、

肝
心
の
北
朝
の
例
が
一
向
に
出
土
せ
ず
、
北
朝
に
お
け
る
竹
林
七
賢
図
の
研
究
は
、

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
呉
氏
蔵
東
魏

武
定
元
年
翟
門
生
石
床
の
出
現
で
あ
る
（
以
下
、
翟
門
生
石
床
と
簡
称
す
る
）。

当
該
石
床
は
、
囲
屛
裏
面
に
竹
林
七
賢
図
を
完
備
す
る
と
い
う
、
衝
撃
的
な
内
容

を
持
つ
も
の
で）11
（

、
今
後
の
新
た
な
竹
林
七
賢
図
研
究

─
特
に
北
朝
に
お
け
る
そ

れ
に
関
し
、
基
本
中
の
基
本
と
も
言
う
べ
き
、
事
実
を
提
供
す
る
遺
品
に
外
な
ら

な
い
。
呉
氏
は
そ
の
後
、
王
子
喬
石
床
と
仮
称
す
る
、
極
め
て
貴
重
な
遺
品
を
収

蔵
さ
れ
た
が）11
（

、
そ
こ
に
も
竹
林
七
賢
図
の
二
図
（
山
濤
、
阮
籍
図
。
後
述
）
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
再
び
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
本
石
床
も
含
め
、

近
時
相
次
ぐ
北
朝
の
竹
林
七
賢
図
の
出
現
は
、
そ
の
研
究
の
展
開
が
新
た
な
次
元

図十　⒁呉氏蔵東魏武定元年翟門生石床の郭巨図
⑵ ⑴
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七
九

に
入
っ
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
に
違
い
な
い
。
さ
て
、

本
石
床
に
お
け
る
、
異
様

と
も
言
う
べ
き
孝
子
伝
図

と
竹
林
七
賢
図
と
の
混
在

に
つ
い
て
は
、
外
な
ら
ぬ

翟
門
生
石
床
の
図
像
配
置

が
、
本
石
床
の
そ
れ
を
説

明
す
る
、
ヒ
ン
ト
の
一
つ

を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。
図

十
一
は
、
翟
門
生
石
床
の

内
容
を
、
概
念
図
と
し
て

示
し
た
も
の
で
あ
る
（
囲

屛
裏
面
の
竹
林
七
賢
図
に

つ
い
て
は
、
確
定
し
て
い

る
七
賢
に
の
み
、
名
前
が

入
れ
て
あ
る
）。
そ
れ
を

本
石
床
の
そ
れ
（
図
二
）

と
比
較
す
る
と
、
翟
門
生

石
床
の
囲
屛
裏
側
に
配
さ

れ
た
竹
林
七
賢
図
が
、
表

側
の
、
し
か
も
女
性
墓
主

側
（
右
側
）
に
配
さ
れ
た

経
緯
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
北
朝
末
期
に
お
い
て
、
ど

う
し
て
竹
林
七
賢
図
が
突
如
、
画
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

ま
た
、
孝
子
伝
図
に
取
っ
て
代
わ
る
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が

新
た
に
生
じ
、
今
後
の
課
題
が
提
示
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、
本
石
床
の
竹
林
七
賢

図
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
中
国
の
絵
画
史
に
お
け
る
竹
林
七
賢
図
の
状
況
を
一

瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
竹
林
の
七
賢
は
、
魏
晋
期
の
清
談
の
流
行
を
受
け
て
出
現
し
た
、
隠

逸
的
な
七
人

─
阮
籍
（
二
一
〇
─
二
六
三
）、
山
濤
（
二
〇
五
─
二
八
三
）、
嵆

康
（
二
二
四
─
二
六
三
）、
向
秀
、
劉
伶
、
阮
咸
、
王
戎
（
二
三
四
─
三
〇
五
）

を
言
う
が
、
そ
の
図
像
は
一
九
六
〇
年
、
南
京
の
西
善
橋
か
ら
出
土
し
た
晋
、
宋

間
の
制
作
と
さ
れ
る
、
春
秋
時
代
の
栄
啓
期
を
加
え
た
八
人
の
も
の
が
優
品
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
該
遺
品
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
六
五
年
の
丹
陽
胡

橋
仙
塘
湾
出
土
南
朝
墓
以
下
、
七
例
に
及
ぶ
図
像
の
現
存
が
報
告
さ
れ
て
お
り

（『
大
衆
考
古
』
編
集
部
、
夏
連
傑
氏
教
示
）、
南
朝
に
お
け
る
七
賢
図
流
行
、
受

容
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
竹
林
七
賢
図
の
出
現
は
、
非
常
に
早
か
っ
た

ら
し
い
。
唐
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
を
繙
く
に
、
既
に
顧
愷
之
（
三
四
五
─
四

〇
六
）
が
、

〔
顧
愷
之
〕
重
嵆
康
四
言
詩
、
画
為
図
。
常
云
、
手
揮
五
絃
易
、
目
送
帰
鴻

難
（
巻
五
、
晋
）

と
あ
っ
て
、
七
賢
の
嵆
康
の
図
を
描
い
て
い
た
ら
し
い
（
四
言
詩
は
、
嵆
康
の

「
贈
秀
才
入
軍
五
首
」
を
差
し
、
そ
の
第
四
首
の
五
、
六
句
に
、「
目
送
帰
鴻
、

手
揮
五
絃
」
と
見
え
て
い
る
〈
文
選
二
十
四
〉）。
ま
た
、「
顧
画
」
と
し
て
、

　
　

阮
咸
像 
…
…
栄
啓
期
、
夫
子 

…
…
七
賢
（
同
）

図十一　翟門生石床の内容

2 董永 37 董黯

鬼神

鬼神

5郭巨（B） 5郭巨（A）女性墓主 男性墓主

鬼神七賢

七賢

七賢

七賢 七賢
七賢

（劉伶）

七賢
（向秀）

七賢
（元籍）

鬼神
（辟非守）

牛 馬
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八
〇

な
ど
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、「
顧
愷
之
論
画
曰
」
と
し
て
、
戴
逵
の
作
に
、

七
賢
を
上
げ
、

七
賢
。
唯
嵆
生
一
像
佳
。
其
余
雖
不
妙
合
、
以
比
前
諸
竹
林
之
画
、
莫
能
及

者
（
同
）

と
言
う
か
ら
、
顧
愷
之
や
戴
逵
以
前
、
既
に
多
く
の
竹
林
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
続
け
て
、

　
　

嵆
軽
車
詩 

…
…
嵆
興
。
如
其
人

と
も
あ
り
、
そ
の
内
の
軽
車
詩
と
い
う
の
は
前
述
、「
贈
秀
才
入
軍
五
首
」
の
第

二
首
を
差
す
が
、
こ
の
記
述
に
関
し
て
は
、
阮
籍
図
の
所
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

歴
代
名
画
記
に
は
さ
ら
に
、

　

・
史
道
碩 

…
…
七
賢
図 

…
…
酒
徳
頌
図
、
琴
賦
図
、
嵆
中
散
図
（
同
）

と
か
（
酒
徳
頌
は
、
劉
伶
の
作
〈
文
選
四
十
七
〉、
琴
賦
は
、
嵆
康
の
作
〈
文
選

十
八
〉）、

　

・
戴
逵
画 

…
…
嵆
阮
像
、
嵆
阮
十
九
首
詩
図
（
同
）

或
い
は
、

　

・
陸
探
微 

…
…
竹
林
像 

…
…
栄
啓
期
、
孔
顔
図
（
巻
六
、
宋
）

　

・
宗
炳 

…
…
嵆
中
散
白
画
（
同
）

　

・
毛
恵
遠 

…
…
七
賢
藤
紙
図
（
巻
七
、
南
斉
）

な
ど
と
も
見
え
、
六
朝
時
代
に
竹
林
七
賢
図
の
盛
ん
に
描
か
れ
た
様
を
窺
わ
せ
て

い
る
。
残
念
乍
ら
、
歴
代
名
画
記
に
言
及
さ
れ
た
竹
林
七
賢
図
は
、
全
て
湮
滅
に
帰

し
、
現
在
に
伝
わ
る
も
の
の
な
い
中
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
今
に
残
さ
れ

る
の
が
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
竹
林
七
賢
図
や
翟
門
生
石
床
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。

　

図
十
二
に
掲
げ
る
の
は
、
本
石
床
左
側
板
左
に
描
か
れ
た
向
秀
図
で
あ
る
。
題

記
の
、

　
　

向
秀
字
子
其（
期
）

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
向
秀
別
伝
（
世
説
新
語
一
言
語
二
劉
孝
標
注
所
引
）
に
、

「
秀
、
字
子
期
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
。
本
図
に
関
し
て
は
幸
い
、
呉
氏
蔵
翟
門

生
石
床
右
側
板
裏
の
右
に
、
向
秀
図
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
図
十
三
に
示
し
た
も

の
が
そ
れ
で
あ
る
（
題
記
「
此
名

」
の
三
字
目
に
、
向
の
第
一
画
の
残
画
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
図
の
向
秀
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
趙
超
氏
教

示
）。
当
図
の
向
秀
は
、
左
を
向
い
て
左
膝
を
立
て
、
泰
然
と
坐
る
が
、
面
白
い

の
は
、
彼
の
凭
れ
掛
か
っ
て
い
る
の
が
、
巨
大
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
隠
囊
）
で
あ
る

こ
と
だ
ろ
う
（
呉
氏
教
示
）。
す
る
と
、
本
図
（
図
十
二
）
の
向
秀
の
凭
れ
掛
か

る
の
も
、
形
は
や
や
四
角
張
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
捉
え

ら
れ
る
。
本
図
の
向
秀
は
、
右
向
き
で
は
あ
る
が
、
図
十
三
と
同
じ
く
左
膝
を
立

て
る
こ
と
や
、
だ
ら
り
と
垂
れ
た
右
手
、
顎
の
髭
、
ま
た
、
画
面
左
の
童
子
（
侍

者
）
な
ど
、
図
十
三
と
本
図
と
の
密
接
な
関
連
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
図
十

四
は
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
竹
林
七
賢
図
に
見
え
る
、
向
秀
図
を
示
し
た
も
の
で

あ
る）11
（

（
榜
題
「
向
秀
」）。
正
面
を
向
い
て
は
い
る
が
、
そ
の
立
て
た
左
膝
や
、
投

げ
出
さ
れ
た
右
足
な
ど
、
基
本
的
な
姿
勢
が
、
本
図
や
図
十
三
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

図
十
五
は
、
本
石
床
の
正
面
左
板
左
に
描
か
れ
た
、
嵆（
奚
）康
図
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
（
題
記
「
奚（
嵆
）康

名
」）。
そ
の
題
記
に
、

　
　

奚（
嵆
）康

名

と
記
し
、
嵆
康
の
嵆
字
を
奚
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
事
実

が
あ
っ
て
、
例
え
ば
王
隠
晋
書
（
世
説
新
語
一
徳
行
一
劉
孝
標
注
所
引
）
に
、
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八
二

王
隠
晋
書
曰
、
嵆
本
姓
奚
。
其
先
避
怨
、
徙（
従
）上
虞
、
移
譙
国
銍
県
。
以
出
自

会
稽
、
取
国
一
支
、
音
同
本
奚
焉

虞
預
晋
書
（
三
国
志
魏
書
、
王
衛
二
劉
傅
伝
二
十
一
裴
松
之
注
所
引
）
に
、

康
家
本
姓
奚
、
会
稽
人
。
先
自
会
稽
遷
于
譙
之
銍
県
、
改
為
嵆
氏
、
取
稽
字

之
上
、
加
山
以
為
姓
、
蓋
以
志
其
本
也
。
一
曰
、
銍
有
嵆
山
、
家
于
其
側
、

遂
氏
焉

ま
た
、
晋
書
四
十
九
列
伝
十
九
嵆
康
に
、

嵆
康
字
叔
夜
、
譙
国
銍
人
也
。
其
先
姓
奚
、
会
稽
上
虞
人
。
以
避
怨
、
徙
焉
。

銍
有
嵆
山
、
家
于
側
、
因
而
命
氏

な
ど
と
見
え
、
嵆
康
は
、
元
の
姓
を
奚
と
言
い
、
会
稽
上
虞
（
浙
江
省
上
虞
県
）

の
人
で
あ
っ
た
が
、
譙
国
銍ち
つ

県け
ん

（
安
徽
省
宿
県
南
）
に
移
り
、
家
が
そ
の
嵆
山
の

傍
に
あ
っ
た
の
で
、
姓
を
嵆
に
改
め
た
と
か
（
晋
書
）、
会
稽
の
稽
字
の
上
部
を

取
っ
て
、
山
を
加
え
た
と
か
（
虞
預
晋
書
）、
伝
え
ら
れ
る
事
実
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
す
る
と
、
本
石
床
は
態
々
、
嵆
康
の
元
の
姓
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三
字
目
の
名
の
訓
法
は
、
未
勘
で
、
教
示
を
乞
い
た
い
。
さ
て
、
本
図
（
図
十

五
）
が
嵆
康
図
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
題
記
か
ら
明
ら
か
と
言
え
る
が
、
本
図
を

一
見
し
て
驚
い
た
の
は
、
翟
門
生
石
床
の
中
に
、
瓜
二
つ
の
図
像
が
存
す
る
こ
と

だ
。
図
十
六
は
、
同
石
床
正
面
右
板
中
に
描
か
れ
る
、
竹
林
七
賢
図
を
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
図
十
六
を
本
石
床
の
嵆（
奚
）康
図
（
図
十
五
）
と
較
べ
て
み
る
と
、

左
手
で
杯
を
捧
げ
、
左
膝
を
立
て
て
右
向
き
に
坐
る
、
双
鬟
の
童
子
形
に
描
か
れ

た
、
本
図
の
嵆（
奚
）康

像
は
、
そ
の
ま
ま
図
十
六
に
も
当
嵌
ま
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ

う
（
但
し
、
本
図
の
嵆（
奚
）康
の
右
手
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
図
十
六
の
そ
の
右
手
は

上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
）。
翟
門
生
石
床
の
竹
林
七
賢
図
に
お
け
る
人
物
同
定
を

図十六　嵆康図（翟門生石床）図十七　嵆康図（南京西善橋出土）
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め
ぐ
っ
て
は
、
上
述
、
阮
籍
、
向
秀
、
劉
伶
（
正
面
左
板
左
）
像
が
確
定
し
て
い

る
も
の
の）11
（

、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
新
出
の

本
石
床
の
図
十
五
に
よ
っ
て
、
そ
の
嵆
康
図
（
図
十
六
）
が
確
定
出
来
る
こ
と
は
、

本
石
床
の
竹
林
七
賢
図
の
学
術
的
意
義
と
い
う
も
の
を
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

る
出
来
事
と
言
え
る
。
図
十
七
は
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
嵆
康
図
を
示
し
た
も
の

で
あ
る）11
（

（
榜
題
「
嵆
康
」）。
そ
の
嵆
康
像
は
、
基
本
的
に
図
十
五
、
図
十
六
と
似

通
っ
た
も
の
乍
ら
（
立
て
た
膝
が
逆
に
な
っ
て
い
る
）、
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

当
図
の
嵆
康
が
琴
を
奏
で
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

四

　

こ
の
機
会
に
、
北
朝
に
お
け
る
阮
籍
図
の
問
題
、
一
、
二
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

図
十
八
は
、
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
右
側
板
、
右
か
ら
第
四
区
画
に
描
か
れ
た
阮
籍（
藉
）

図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）11
（

（
題
記
「
阮
藉（
籍
）字
伺（
嗣
）宗
」）。
当
石
床
は
、
そ
の
第
三
区

画
に
山
濤（
桃
）、
第
一
区
画
に
は
お
そ
ら
く
王
戎
図
も
描
か
れ
る
、
非
常
に
重
要
な
遺

品
で
あ
る
。
本
図
（
図
十
八
）
と
ま
ず
対
照
さ
れ
る
の
は
、
件
の
翟
門
生
石
床
の

阮
籍
図
な
の
で
あ
っ
て
、
図
十
九
に
、
翟
門
生
石
床
の
そ
れ
を
掲
げ
よ
う
（
題
記

「
此
名
阮
掟
（
籍
）字
伺（
嗣
）宗
」）。
両
図
の
題
記
、

　

・
阮
藉（
籍
）字

伺（
嗣
）宗

（
図
十
八
）

　

・
此
名
阮
掟
（
籍
）字

伺（
嗣
）宗

（
図
十
九
）

は
、
例
え
ば
晋
書
四
十
九
列
伝
十
九
阮
籍
の
、「
阮
籍
字
嗣
宗
」
と
較
べ
、
嗣
を

伺
に
作
る
な
ど
、
よ
く
似
て
お
り
、
両
図
の
全
体
的
構
図
に
も
、
高
い
共
通
性
が

感
じ
ら
れ
る
（
但
し
、
図
十
九
の
阮
籍
は
、
左
膝
を
立
て
、
ま
た
、
特
異
な
の
は
、

図
十
八
の
阮
籍
が
右
手
に
リ
ュ
ト
ン
を
差
し
上
げ
る
点
で
あ
る
）。
そ
れ
ら
両
図

に
対
し
、
際
立
っ
た
特
徴
を
持
つ
の
が
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
阮
籍
図
で
あ
ろ
う）1（
（

（
図
二
十
）。
図
二
十
の
阮
籍
は
、
左
を
向
い
て
左
手
を
下
に
突
き
、
右
膝
を
立

て
る
こ
と
に
加
え
て
、
面
白
い
の
は
、
右
手
の
拇お
や

指ゆ
び

を
銜く
わ

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

阮
籍
の
そ
の
仕
草
に
つ
い
て
、
例
え
ば
長
廣
敏
雄
氏
は
、
晋
書
の
、「
阮
籍
…
…

嗜
酒
能
嘯
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、「
口
元
に
拇
指
を
当
て
て
い
る 

…
…
「
う
そ
ぶ
く
」
さ
ま
で
あ
ろ
う
か
」
と
推
論
さ
れ
た）11
（

。
こ
れ
は
、
阮
籍
図

（
図
二
十
）
が
「
能
嘯
」（
晋
書
）
と
関
連
付
け
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
、
前
述
、
歴
代
名
画
記
五
「
顧
愷
之
論
画
」
に
は
、
戴
逵
（
？
─
三
九

六
）
の
作
と
し
て
「
七
賢
」
に
続
け
て
、
嵆
康
を
「
嘯
人
」
等
と
関
連
付
け
た
図

像
の
話
が
出
て
来
る
。
そ
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る）11
（

（（　

）
内
に
、

岡
村
繁
、
谷
口
鉄
雄
氏
に
よ
る
口
語
訳
を
添
え
た
）。

図十八　阮籍図（王子喬石床）
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八
四

嵆
軽
車
詩
。
作
嘯
人
、
似
人
嘯
。
然
容
悴
不
似
中
散
。
処
置
意
事
既
佳
。
又

林
木
雍
容
調
暢
、
亦
有
天
趣
。

（
嵆
康
の
軽
車
の
詩
の
図
。
口
笛
を
吹
く
人
（
嵆
康
）
を
描
い
て
い
る
が
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
し
て
や
つ
れ
は
て
た
人
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
中
散
大
夫
（
嵆

康
）
の
容
止
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
が
、
画
想
・
題
材
が
よ
い
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
林
木
も
お
だ
や
か
で
の
び
の
び
と
描
か
れ
て
お
り
、
自
然
な
感
じ
が

出
て
い
る
）

軽
車
詩
と
い
う
の
は
前
述
、
嵆
康
の
「
贈
秀
才
入
軍
五
首
」
の
第
二
首
を
差
し

（
文
選
二
十
四
所
収
）、
そ
の
第
一
句
に
、「
軽
車
迅
邁
」
と
あ
る
所
か
ら
言
う
。

秀
才
と
は
、
嵆
康
の
兄
の
嵆
熹
の
こ
と
で
、
そ
の
第
二
首
の
全
文
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

軽
車
迅
邁
、
息
彼
長
林
。
春
木
載
栄
、
布
葉
垂
陰
。
習
習
谷
風
、
吹
我
素
琴
、

咬
咬
黄
鳥
、
顧
疇
弄
音
。
感
悟
馳
情
、
思
我
所
欽
。
心
之
憂
矣
、
永
嘯
長
吟

歴
代
名
画
記
の
「
嘯
人
」「
人
嘯
」
は
、
末
句
の
「
永
嘯
長
吟
」
か
ら
出
た
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
阮
籍
図
に
つ
い
て
長
廣
氏
が
嘯
字
を
「
う
そ
ぶ
く
」
様
と

す
る
の
は
、
嘯
を
シ
ュ
ウ
（xiào

）
音
と
し
、
口
を
す
ぼ
め
て
声
を
引
く
、
一
般

的
な
捉
え
方
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
嘯
を
シ
ュ
ク
（sù

）
音
と
す

れ
ば
、（　

）
内
の
岡
村
、
谷
口
氏
訳
の
如
く
、
確
か
に
口
笛
を
吹
く
意
味
に
も

捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
集
韻
九
、
入
声
上
屋
一
に
、「
嘯
、
吹
気
若
歌
」
と
見

え
る
）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
戴
逵
が
口
笛
を
吹
く
嵆
康
図
を
描
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
嵆
康
図
が
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
、

顧
愷
之
が
そ
れ
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
唯
嵆
生
一
像
欲

佳
」
と
言
わ
れ
た
、
戴
逵
の
「
七
賢
」
図
と
は
別
の
嵆
康
図
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

図十九　阮籍図（翟門生石床）図二十　阮籍図（南京西善橋出土）
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八
五

東
晋
の
明
帝
司
馬
紹
（
在
位
三
二
三
─
三
二
五
）
に
は
、
同
じ
「
贈
秀
才
入
軍
五

首
」
の
第
四
首
に
基
づ
い
た
、「
息
徒
蘭
圃
図
」
も
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
（
歴
代

名
画
記
五
晋
）、
南
北
朝
期
の
嵆
康
図
に
は
、
様
々
な
図
柄
の
も
の
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
興
味
深
い
図
像
を
、
最
近
目
睹
し
た
。
図

二
十
一
に
示
す
の
は
、
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ
の
左
側
板
中
に
描
か
れ
た
、
嘯
人
図

で
あ
る）11
（

。
当
図
は
、
銀
杏
の
木
の
下
に
、
右
を
向
い
て
腰
掛
け
る
人
物
を
描
い
た

も
の
で
、
人
差
指
を
口
に
銜
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
当
図
に
関
し
て
は

当
初
、
右
上
の
「
戦
戦
兢
兢
」
題
記
か
ら
（
但
し
、
残
画
で
裏
返
っ
て
い
る
）、

戦
戦
兢
兢
図
か
と
も
考
え
た
が
、
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。
ま
ず
確
認

出
来
る
の
は
、
当
図
（
図
二
十
一
）
も
図
二
十
も
、
指
を
銜
え
る
点
か
ら
、
口
笛

（
指
笛
）
を
吹
く
、
言
わ
ば
嘯
人
図
に
外
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
図
に
つ
い

て
は
、
幾
つ
か
の
推
論
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
上
記
、
歴
代

名
画
記
に
言
う
、
戴
逵
に
よ
る
嘯
人
と
し
て
の
嵆
康
図
の
流
れ
を
汲
む
、
嵆
康
図

と
捉
え
る
仮
説
で
あ
る
。
或
い
は
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
阮
籍
図
（
図
二
十
）
の

北
朝
に
お
け
る
受
容
例
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
す
る
と
、
当
図
は
、
嘯
人
の

形
の
阮
籍
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
を
採
れ
ば
、
北
朝
に
お
い
て
二
系
（
図

十
五
、
図
十
六
と
当
図
）
の
嵆
康
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
当
図
は
、
例
え
ば

戴
逵
の
「
嵆
軽
車
詩
」
図
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
後
者
を
採
れ
ば
、

同
様
に
二
系
（
図
十
八
、
図
十
九
と
当
図
）
の
阮
籍
図
と
な
り
、
当
図
は
、
例
え

ば
南
京
西
善
橋
出
土
の
阮
籍
図
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
か
つ
て

戴
逵
に
嵆
阮
像
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
嵆
康
と
阮
籍
と
は
、
竹
林
七
賢
図
の
中
心
的

な
人
物
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
竹
林
七
賢
図
の
遺
品
が
西
善
橋
出
土
の

そ
れ
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
例
え
ば
画
史
と
し
て
の
竹
林
七
賢
図
の
形
成
史

図二十一　嘯人図（董黯石床Ｃ）図二十二　阮籍図（建山金家村墓）
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な
ど
、
問
題
に
仕
様
が
な
か
っ
た
。
さ
て
、
二
〇
一
三
年
に
出
土
し
た
、
南
京
栖

霞
獅
子
衝
M（
の
西
壁
中
後
部
に
は
、
左
か
ら
阮
咸
、
阮
籍
、
山
濤
、
嵆
康
四
人
の

竹
林
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
配
置
は
、
西
善
橋
出
土
の
そ
れ
と
は
全

く
異
な
る
上
、
四
人
目
の
嵆
康
の
榜
題
を
阮
籍
と
取
り
違
え
て
、「
阮
歩
兵
」
と

し
て
い
る）11
（

。
或
い
は
、
一
九
六
八
年
に
出
土
し
た
丹
陽
建
山
金
家
村
南
朝
墓
の
墓

室
東
、
西
壁
に
描
か
れ
る
竹
林
七
賢
図
は
、
八
人
を
完
備
す
る
優
品
だ
が）11
（

、
例
え

ば
そ
の
東
壁
に
お
け
る
嘯
人
形
の
阮
籍
図
に
は
、
そ
れ
を
嵆
康
図
と
錯
覚
さ
せ
る

榜
題
（「
嵆
康
」）
が
、
画
面
の
左
に
付
い
て
い
る）11
（

（
図
二
十
二
。
画
面
右
に
は
、

「
劉
伶
」
と
も
）。
そ
れ
は
、
錯
誤
で
あ
る
が
、
例
え
ば
西
善
橋
出
土
の
阮
籍
図

が
嘯
人
形
と
さ
れ
る
背
景
に
、
戴
逵
の
嵆
康
図
を
想
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
訳

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
西
善
橋
出
土
の
そ
れ
を
も
含
む
、
竹
林
七
賢
図
に
お
け
る

嵆
康
、
阮
籍
図
の
形
成
史
に
関
わ
る
事
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。
翟
門
生
石
床
を
始
め

と
し
て
、
例
え
ば
本
石
床
に
見
ら
れ
る
如
き
、
近
時
陸
続
と
出
現
す
る
、
北
朝
に

お
け
る
竹
林
七
賢
図
の
遺
品
は
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
そ
の
形
成
史
の
探

求
へ
と
私
達
を
向
か
わ
せ
る
、
こ
よ
な
い
原
動
力
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
（
） 図
一
は
、
張
洹
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
（
立
松
洋
行
氏
撮
影
）。

（
（
） 張
洹
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。
図
版
一
─
四
の
原
石
写
真

を
以
前
、
注
（
（
）
後
掲
拙
稿
の
巻
頭
図
版
十
─
十
三
に
収
め
た
の
で
、
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
） 拙
稿
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て
」（『
京
都
語
文
』
（7
、
令
和
元
〈
二

〇
一
九
〉
年
（（
月
）
参
照
。

（
（
） 拙
稿
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
─
付 

張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
二
種
─
」（『
佛

教
大
学
文
学
部
論
集
』
104
、
令
和
二
〈
二
〇
二
〇
〉
年
3
月
）
参
照
。

（
5
） 拙
稿
「
翟
門
生
覚
書
─
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
」（『
京

都
語
文
』
（5
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
（（
月
）

（
（
） 拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子
伝

図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
3
月
）
参
照
。

（
7
） 林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
─
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
─
」（『
美
術
史
』
154
〈
5（
・
（
〉、
平
成
（5
〈
二
〇

〇
三
〉
年
3
月
）
参
照
。

（
（
） 陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
（5

〈
二
〇
〇
三
〉
年
）
に
よ
る
。
参
考
ま
で
に
、
船
橋
本
孝
子
伝
の
本
文
を
掲
げ
て

お
く
。董

黯
家
貧
至
孝
也
。
其
父
早
没
也
。
二
母
並
存
。
一
者
弟
王
奇
之
母
。
董
黯

有
孝
也
。
王
奇
不
孝
也
。
於
時
、
黯
在
田
中
。
忽
然
痛
心
、
奔
還
于
家
、
見

母
顔
色
。
問
曰
、
阿
嬢
有
何
患
耶
。
母
曰
、
無
事
。
於
時
、
王
奇
母
語
子
曰
、

吾
家
富
而
無
寧
。
汝
与
人
悪
。
而
常
恐
離
其
罪
、
寝
食
不
安
。
日
夜
為
愁
。

董
黯
母
者
貧
而
無
憂
。
為
人
無
悪
。
内
則
有
孝
、
外
則
有
義
。
安
心
之
喜
、

実
過
千
金
也
。
王
奇
聞
之
、
大
忿
殺
三
生
作
食
、
一
日
三
度
、
与
黯
之
母
。

爾
即
曰
、
若
不
喫
尽
、
当
以
鋒
突
汝
胸
腹
。
転
載
刺
母
頸
。
母
即（
問
）悶
絶
、
遂

命
終
也
。
時
母
年
八
十
。
葬
礼
畢
後
、
黯
至
奇
家
、
以
其
頭
祭
母
墓
。
官
司

聞
之
曰
、
父
母
与
君
敵
、
不
戴
天
。
則
奏
具
状
、
曰（
四
）、

朕
以
寡（
寛
）徳

、
統（
総
）荷

万

機
。
今
孝
子
致
孝
、
朕
可
助（
　
）恤有

。
則
賜
以
金
百
斤
也

（
（
） 西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
び
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

（『
人
文
研
究
』
7
・
（
、
昭
和
3（
〈
一
九
五
六
〉
年
7
月
）。
な
お
西
野
氏
は
半

世
紀
以
上
前
、
後
掲
⑴
の
董
黯
図
の
考
証
に
、
始
め
て
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
を

適
用
し
、
董
黯
図
研
究
の
嚆
矢
を
な
し
た
。

（
（0
） 拙
稿
Ⅰ
「
董
黯
贅
語
─
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
─
」（『
日
本
文
学
』
5（
・
7
、
平
成

（（
〈
二
〇
〇
二
〉
年
7
月
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
陽
明
本
孝
子
伝

の
引
用
─
」（『
京
都
語
文
』
（（
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
六
〉
年
（（
月
。
小
稿
の
黄
盼

盼
氏
に
よ
る
中
国
語
訳
「
関
于
深
圳
博
物
館
展
陳
北
魏
石
床
的
孝
子
伝
図
─
陽
明

本
孝
子
伝
的
引
用
」
が
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
遠
的
北
朝 

深
圳
博
物
館
北
朝



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
六
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

八
七

石
刻
芸
術
展
』〈
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
〉
に
収
め
ら
れ
る
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅲ
「
董
黯
図
攷
─
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
六
〉
年
3
月
）

（
（3
） 拙
稿
Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子

伝
図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
3
月
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅴ
「
董
黯
図
攷
㈡
─
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論

集
』
102
、
平
成
30
〈
二
〇
一
八
〉
年
3
月
）

（
（5
） 拙
稿
Ⅵ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
103
、

平
成
3（
〈
二
〇
一
九
〉
年
3
月
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅶ
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
─
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連

─
」（『
京
都
語
文
』
（（
、
平
成
30
〈
二
〇
一
八
〉
年
（（
月
）

（
（7
） 拙
稿
Ⅷ
「
董
黯
覚
書

（上）
─
董
黯
画
巻
の
復
元
─
」（『
女
子
大
国
文
』
164
、
平
成
3（

〈
二
〇
一
九
〉
年
（
月
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅸ
「
董
黯
覚
書

（下）
─
董
黯
画
巻
の
復
元
─
」（『
女
子
大
国
文
』
165
、
令
和
元

〈
二
〇
一
九
〉
年
（
月
）

（
（（
） 拙
稿
Ⅹ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て
」（
孫
彬
と
共
著
、『
京
都
語
文
』

（7
、
令
和
元
〈
二
〇
一
九
〉
年
（（
月
）

（
（0
） 拙
稿
Ⅺ
「
董
黯
贅
語 

続
貂
」（『
日
本
文
学
』
70
・
（
、
令
和
3
〈
二
〇
二
一
〉

年
（
月
）

（
（（
） 図
四
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。

（
（（
） 図
五
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。

（
（3
） 図
六
は
、Giséle Croës, Ritual O

bject and Early Buddhist A
rt (N

ew
 

Y
ork, （00（), Stone funerary bed B（ 

に
拠
る
。

（
（（
） 図
七
は
、
呉
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
（
立
松
洋
行
氏
撮
影
。
図
八
も
同
じ
）。

（
（5
） 注
（
（3
）
前
掲
拙
稿
Ⅳ
参
照
。

（
（（
） 注
（
（
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
（7
） 図
十
四
は
、
長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
（（

〈
一
九
六
九
〉
年
）
図
版
（
に
拠
る
。

（
（（
） 呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床
の
劉
伶
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
5
）
前
掲
拙
稿
（（
頁
参
照
。

（
（（
） 図
十
七
は
、
長
廣
氏
注
（
（7
）
前
掲
書
、
図
版
（
に
拠
る
。

（
30
） 図
十
八
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
は
、

注
（
（
）
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3（
） 図
二
十
は
、
長
廣
氏
注
（
（7
）
前
掲
書
、
図
版
7
に
拠
る
。

（
3（
） 長
廣
氏
注
（
（7
）
前
掲
書
一
章
「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
の
画
図
」
（（
頁

（
33
） （　

）
内
は
、
岡
村
繁
、
谷
口
鉄
雄
氏
に
よ
る
歴
代
名
画
記
訳
文
（
中
国
古
典
文

学
大
系
5（
『
文
学
芸
術
論
集
』〈
平
凡
社
、
昭
和
（（
（
一
九
七
四
）
年
〉
所
収
）

339
頁
に
よ
る
。

（
3（
） 図
二
十
一
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。

（
35
） 南
京
考
古
研
究
所
「
南
京
栖
霞
獅
子
衝
南
朝
大
墓
発
掘
簡
報
」（『
東
南
文
化
』
二

〇
一
五
・
（
〈
246
〉）

（
3（
） 南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
・
建
山
両
座
南
朝
墓
葬
」（『
文
物
』
（0
・
（
）

（
37
） 図
二
十
二
は
、
姚
遷
、
古
兵
氏
『
六
朝
芸
術
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

図
版
二
一
七
に
拠
る
。

〔
付
記
〕

　

上
海
の
張
洹
氏
は
二
年
前
、
貴
重
な
所
蔵
石
床
の
調
査
を
許
可
ま
た
、
私
の
勧
め
に

従
い
そ
の
拓
本
を
採
っ
て
下
さ
っ
た
。
張
洹
氏
の
学
恩
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。
さ
ら
に
私
を
張
洹
氏
に
紹
介
の
上
、
上
海
ま
で
同
行
下
さ
っ
た
呉
強
華
氏
に

も
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る

北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ　

あ
き
ら　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
五
日
受
理




